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小
立
野
弓
，町

と
あ
り
。
延
賢
二
年
経
王
寺
山
梨
牲
に
も
.
覚
、
部
八
年
三
月
六
日
於
墨

江
戸
ゑ
括
協
桜
御
死
去
被
v
成
‘
江
戸
池
上
に
於
て
火
葬
に
被
v
鴛
v

成
、
御
遺
付
金
部
h
仰
迎
被
ν
成
、
間
月
六
日
に
於
畠山
川
仙
寺
-
御
山
許
砲
御

座
候
。
則
御
法
相
附
之
用
窓
有
ν
之
山
畑
氏
.
共
節
設
地
大
火
都
民
付
‘
川
仙

寺
も
紛
失
.
仮
屋
之
併
に
而
混
在
候
へ
共
.
相
時
紹
院
殿
七
年
忌
之
御

法
都
被
=仰
付
一

・中
納
官
級
仰
審
開
川
被
ν
成
‘
御
抽
出
答
被
ν
遊
。
と
載
せ
た

り
。
=
一
州
志
の
一
稔
に
は
.
遺
骨
の
窓
締
金
岬
即
応
策
ら
ん
と
す
る
に

よ
り
、
経
王
寺
に
て
葬
艇
の
備
へ
を
設
け
て
相
待
つ
の
庭
、
四
月
十

四
日
の
火
災
に
経
王
寺
焼
失
す
。
図
っ
て
仮
堂
を
作
っ
て
葬
儀
を
な

す
と
一
耳
ふ
。
経
王
寺
へ
納
む
る
者
は
、
詩
編
院
君
の
父
上
木
氏
の
容

悲
院
な
る
を
以
て
也
と
い
へ
り
。
平
次
按
宇
る
花
、
訓
岬
蹄
院
君
の
葬

胞
は
四
月
六
日
な
り
。
金
調
陣
火
災
は
凶
月
十
四
日
な
り
。
さ
れ
ば
三

盗
犯
に
峨
せ
た
る
如
く
製
品
直
後
の
火
災
民
て
あ
れ
ば
‘
彼
の
一
殺
に

焼
失
後
仮
堂
を
作
り
葬
儀
を
な
す
と
い
ふ
は
‘
後
人
の
過
聞
な
る
べ

卒
。
出
同
議
縞
院
↓
と
い
へ
り
。

O
義
穏
健
段
墳
墓

経
王
寺
の
後
u
地
陀
て

、
老
松
数
株
生
ひ
た
り
。
も
と
は
経
王
寺
の
境

内
な
り
し
か
ど
、
出
国
務
後
境
外
と
す
。
=
言
問
品
紀
に
云
ム
。
立
武
八
年

三
月
六
日
に
都
稲
院
殿
御
巡
行
被
ν
成
け
れ
ば
、
江
戸
K
て
御
遺
官
を

山封苛
町
へ

移
さ
れ
.
回
避
宗
の
寺
に
て
詐
り
山
中
り
.
他
上
陀
御
墓
所

主
浩
管
被
ν
成
。
加
州
へ
早
飛
脚
到
来
す
る
底
、
天
徳
院
殴
の
例
に

任
せ
.
小
立
叫
叫
に
て
御
山
併
殺
執
行
.
則
ち
経
主
寺
の
和
向
部
仰
に
て

し。

共
の
鋭
式
訪
百
美
主
的
正
し
相
務
み
け
り
。
然
る
陀
同
年
四
月
十
四
日
務

開
院
殿
の
御
葬
迭
友
塚
も
未
だ
納
ら
十
、
呑
人
を
付
け
て
置
か
れ
け

る
成
、
大
風
吹
き
て
犀
川
橋
爪
法
般
寺
の
門
前
町
よ
り
出
火
云
A
G

O
上

野

村

跡

上
野
新
村
元
山
廻
の
僻
訟
に
云
ふ
。
止
日
山
崎
村
の
村
地
温
々
町
地
と

成
る
に
付
、
山
崎
の
村
議
も
絶
え
て
.
村
地
の
時
間
り
を
ぽ
山
崎
領
と

呼
べ
り
。
共
の
百
姓
は
経
王
寺
前
へ
移
住
し
.
儲
K
家
屋
在
位
つ
と

い
へ
ど
も
、
級
王
寺
を
建
立
し
給
ひ
、
相時
騒
院
殿
毎
皮
御
参
路
あ
る

道
路
児
村
家
あ
り
て
見
苦
し
く
.
御
目
障
り
に
成
る
出
陀
て
.
震
ね

て
小
立
到
の
端
今
の
上
野
村
の
地
へ
移
側
主
命
ぜ
ら
れ
、
邑
名
も
上

野
村
と
改
糾
す
と
い
へ
り
。
按
十
る
民
、
上
野
村
後
陀
上
野
新
村
と

改
稿
あ
り
。

山
崎
倒
は
後
に
笠
録
村
へ
付
き
た
り
。
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